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「
自
分
」「
感
性
」磨
い
て
中
嶋
専
務

が
エ
ー
ル
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女
性
が
活
躍
で
き
る
職
場

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

で
、県
内
電
設
業
の
職
場
環

境
の
改
善
、意
識
改
革
に
つ

な
げ
よ
う
と
平
成
28
年
度
か

ら
開
催
し
て
い
る
。会
員
企

業
の
現
場
代
理
人
、Ｃ
Ａ
Ｄ

操
作
者
、事
務
系
の
女
性
職

員
14
人
と
男
性
技
術
者
３
人

が
参
加
し
た
。

　

永
井
博
副
会
長
が
、少
子

高
齢
化
の
進
展
な
ど
を
踏
ま

え
た
上
で「
現
場
で
も
女
性

の
力
が
必
要
に
な
る
。活
発

に
意
見
を
交
わ
し
、実
際
に

働
く
上
で
参
考
と
し
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
。石
川
格
子

広
報
委
員
長
が「
悩
み
は
も

ち
ろ
ん
、前
向
き
な
意
見
も

出
し
て
も
ら
い
、
会
員
に

　

当
協
会
は
５
月
24
～
26

日
、郡
山
市
の
県
南
電
気
工

事
協
同
組
合
で
１
級
電
気
工

事
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

の
受
験
準
備
講
習
会（
学
科

コ
ー
ス
）を
開
催
す
る
。５
月

10
日
ま
で
申
し
込
み
を
受
け

付
け
る
。

　

会
員
企
業
の
資
格
取
得
者

の
増
加
を
図
る
た
め
、
１
級

電
気
工
事
施
工
管
理
技
士
試

験
対
策
と
し
て
毎
年
開
い
て

い
る
も
の
。一
般
社
団
法
人

に
移
行
後
は
、専
門
知
識
と

経
験
を
必
要
と
す
る
電
気
工

事
業
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育

て
る
社
会
的
役
割
を
果
た
す

観
点
か
ら
、一
般
の
参
加
も

受
け
付
け
て
い
る
。

　

講
習
は
３
日
間（
各
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）の
集

中
講
座
方
式
で
、試
験
の
傾

向
と
対
策
な
ど
を
学
習
。各

受
験
生
の
弱
点
克
服
と
実
践

力
ア
ッ
プ
を
図
り
、
６
月
９

日
の
本
試
験
に
備
え
る
。講

師
は
鷲
眼
智
春
イ
ー
ハ
ー
ド

プ
ラ
ン
代
表
。ユ
ア
テ
ッ
ク

Ｏ
Ｂ
で
多
く
の
受
験
対
策
指

導
実
績
が
あ
り
、昨
年
に
引

き
続
き
合
格
の
秘
訣
等
を
指

導
す
る
。

　

受
講
料（
消
費
税
込
）は
会

員
１
万
５
０
０
０
円
、一
般

２
万
１
０
０
０
円
。使
用
テ

キ
ス
ト「
１
級
電
気
工
事
施

工
管
理
技
術
検
定
試
験　

模

範
解
答
集（
２
０
１
９
年

版
）」（
日
本
教
育
訓
練
セ
ン

タ
ー
発
刊
）の
購
入
希
望
者

は
受
講
申
込
時
に
注
文
で
き

る
。テ
キ
ス
ト
代
は
３
７
２

４
円（
送
料
・
事
務
手
数
料
含

む
）。

　

所
定
の
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、当
協
会

事
務
局
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４

（
５
３
３
）６
２
３
５
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
☎
０

２
４（
５
３
３
）
６
２
２
６

（
担
当
＝
大
内
・
佐
々
木
氏
）

ま
で
。

と
っ
て
プ
ラ
ス
と
な
る
話
し

合
い
に
し
た
い
」と
呼
び
掛

け
た
。

　

サ
ロ
ン
は
２
部
構
成
で
、

第
１
部
で
中
嶋
専
務
の
講
演

を
聞
き
、第
２
部
で
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
ま
ず
、女
性
参

加
者
が
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、業
務
等
の
改
善
点
な
ど

に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

た
。前
回
の
サ
ロ
ン
に
出
席

し
た
参
加
者
も
多
く
、前
回

開
催
以
降
に
社
内
で
改
善
さ

れ
た
点
と
し
て「
給
茶
機
が

設
置
さ
れ
、
お
茶
入
れ
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
た
」と
い
っ

た
声
が
あ
っ
た
。サ
ロ
ン
で

出
た
意
見
等
を
社
内
に
持
ち

帰
っ
て
情
報
共
有
す
る
必
要

性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

悩
み
と
し
て
、
ロ
ッ
カ
ー

　
「
電
気
屋
さ
ん
女
子
に
お

く
る
３
Ｋ
」と
題
し
て
講
演

し
た
中
嶋
専
務
は
、自
身
の

体
験
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が

ら
、「
勘
・
感
・
観
」
の
３
Ｋ
を

示
し
、「
学
び
の
場
、
自
分
を

磨
く
場
は
ど
こ
に
で
も
あ

る
。ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
五

感
で
捉
え
て
ほ
し
い
」「
細
か

く
観
察
す
る
こ
と
で
、自
分

の
根
の
部
分
が
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
成
長
に
つ
な
が
る
」「
経

験
値
が
勘
を
養
い
技
術
を
支

え
る
」「
難
し
い
こ
と
を
自
分

な
り
に
ひ
も
解
い
て
シ
ン
プ

ル
に
考
え
て
ほ
し
い
。そ
の

過
程
が
楽
し
く
な
り
、自
然

と
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が

る
」
な
ど
、
自
分
を
磨
く
こ

と
、感
性
を
磨
く
こ
と
を
勧

め
た
＝
写
真
。

　

女
性
が
働
く
環
境
は
30
年

前
と
比
べ
大
き
く
変
わ
っ
た

が「
人
の
意
識
は
あ
ま
り
変

わ
っ
て
い
な
い
」と
認
識
を

示
し
、働
き
や
す
い
環
境
を

築
い
た
上
で
、
い
か
に
意
識

改
革
に
結
び
付
け
る
か
を
課

題
に
挙
げ
た
。ま
た「
問
題
に

な
る
の
は
性
差
で
は
な
く
、

個
人
差
で
あ
る
べ
き
。女
性

で
あ
る
こ
と
を
卑
下
す
る
こ

と
な
く
、女
性
を
武
器
に
す

る
こ
と
な
く
淡
々
と
仕
事
に

取
り
組
む
環
境
が
理
想
」と

述
べ
、男
女
が
生
ま
れ
持
っ

た
性（
さ
が
）を
互
い
に
尊
重

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
合
う
こ
と
の
重
要
性

を
説
い
た
。働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は「
毎
日
の
働
き
方

を
点
検
し
て
効
率
を
良
く
し

て
、
そ
こ
に
余
暇
、
楽
し
み

を
見
つ
け
る
こ
と
」を
ポ
イ

ン
ト
に
挙
げ
た
。

ル
ー
ム
の
設
置
や
ト
イ
レ
の

改
善
、週
休
２
日
な
ど
の
要

望
や
作
業
服
、安
全
靴
の
サ

イ
ズ
、好
み
の
デ
ザ
イ
ン
の

少
な
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た

ほ
か
、事
務
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
担
当
者

か
ら
は「
現
場
を
知
ら
な
い

 

悩
み
の
解
決
方
法
な
ど
を
話

し
合
っ
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン  

た
め
、指
示
の
内
容
が
理
解

で
き
ず
う
ま
く
フ
ォ
ロ
ー
で

き
な
い
」「
現
場
を
見
て
作
業

内
容
や
材
料
名
等
を
覚
え
た

い
」「
竣
工
現
場
を
見
た
い
。

自
分
が
書
い
た
図
面
を
立
体

的
に
見
る
こ
と
で
現
場
環
境

を
知
り
た
い
」な
ど
の
要
望

が
出
さ
れ
た
。

　

男
性
技
術
者
が
各
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
課
題
、改
善
点
を
出

し
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
を
確

認
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
参
加
者
は
次
の
通

り
。

　

熊
坂
ひ
ろ
み（
須
南
電
設
）


橋
有
希
子（
同
）綿
引
礼
子

（
高
柳
電
設
工
業
）本
田
理
奈

（
同
）永
井
あ
ゆ
み（
郡
山
電

工
）吉
田
美
佐
江（
東
新
電
気

工
業
）石
川
格
子（
東
陽
電
気

工
事
）我
妻
佐
知
子（
同
）高

澤
留
海（
常
盤
電
設
産
業
）熊

谷
美
沙（
大
和
電
設
工
業
）仙

坂
幸
江（
植
田
電
機
）平
山
浩

子（
三
浦
電
気
工
事
）寺
島
暁

美（
旭
電
設
工
業
）八
巻
伸
枝

（
会
津
電
気
工
事
）先
﨑
勝
彦

（
高
柳
電
設
工
業
）浦
島
博
之

（
常
盤
電
設
産
業
）
中
山
徹

（
同
）

　

 

◆
５
月
31
日
に
総
会  　

当

協
会
は
５
月
31
日
午
後
３
時

か
ら
、福
島
市
の
ホ
テ
ル
辰

巳
屋
で
第
69
回
定
時
総
会
を

開
く
。30
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
な
ど
を
審
議
、役
員

改
選
を
行
う
。

来
月
10
日
ま
で
申
込
受
付

１
級
電
気
工
事

施
工
管
理
技
士　

学
科
試
験
の
準
備
講
習
会

　

当
協
会
は
２
月
13
日
、郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
第
３
回
電
気
屋

さ
ん
の
女
性
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
を
開
い
た
。第
１
部
で
県
造
園
建
設
業
協
会
の
中
嶋
都

専
務
理
事
が
講
演
し
、会
員
企
業
で
働
く
女
性
職
員
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
ほ
か
、第
２

部
で
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、職
場
で
の
悩
み
解
決
や
業
務
改
善

の
ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

悩
み
、
改
善
策
を
話
し
合
う

トークサロンの参加者

働きやすい職場のヒント探る
第３回電気屋さんの女性トークサロン
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人と環境を明日へつなぐ、
ニノテックのシステムエンジニアリンク

　私は、インターンシップに行く前、初めて
会社に行き、働く体験をするということで、
とても緊張していました。インターンシップ
では、社員の方々の働く姿や、会社の雰囲気
を知ることが出来たら良いなと思っていまし
た。
　1日目は、担当者のお話を聞き、次に社長
の「電気について」のお話を聞いて、電気を
勉強する楽しさを改めて知りました。次にＣ
ＡＤでは、基本の操作を教えていただいた後
に、実際に平面図に、コンセントなどを設置
しました。2日目は社長に説明していただき、
点灯試験、現場見学、太陽光パネルの見学を
しました。ＬＥＤ蛍光灯を300本以上試験し、
普段は行けない所に連れて行っていただき貴

重な体験ができました。
　そして3日目は、施工体験をさせていただきました。
第二種電気工事士の範囲を超えた内容まで体験すること
ができました。また、一種で扱うマグネットスイッチな
どを使った難しい回路を作ったりもしました。
　今回のインターンシップでは、仕事内容や社員の方々
の働く様子を知ることができました。社長をはじめ、社
員の方々には大変感謝しております。この3日間でたく
さんのことを学ぶことができました。この経験をこれか
らの学校生活や進路に活かして、社会人になっても頑
張っていきたいと思います。3日間本当にありがとうご
ざいました。

　インターンシップを行う前は、実際に現場
を拝見できるので楽しみでしたが、とても緊
張していました。いざインターンシップが始
まると、御社の皆さんが温かく迎えていただ
いたおかげで、緊張せずにインターンシップ
を行うことができました。
　1日目は会社見学や安全教育のビデオ鑑賞、
ＣＡＤをやりました。安全施工サイクルをき
ちんとこなせば事故やケガをしなくてすむこ
とが分かりました。またＣＡＤは学校では
習っていないオートＣＡＤを使いました。と
ても難しかったです。
　2日目は初めに現場に行き、その後ＣＡＤ
をやりました。実際に現場に行くと、普段の
生活では見られない所を見れたのでよかった

です。ＣＡＤでは分からない事も丁寧に教えてもらった
ので、ある程度できるようになりました。
　3日目は配線をやりました。私はまったくできず配線
ミスをしてしまい、もう一度やりました。2回目は分か
らない所も教えてもらい配線の仕方も理解できたので、
ちゃんとランプが点灯し、うれしかったです。
　インターンシップでは学校では経験できないことを体
験できたので良かったです。この経験を将来に役立てた
いです。3日間本当にありがとうございました。

　私は、今回インターンシップで旭電設工業
さんにお世話になりました。私は、インター
ンシップに参加して様々なことを学びまし
た。
　一つ目は、電気の仕事の安全についてです。
電気工事の仕事には感電などの危険がありま
す。現場によっては、落下物にも気を付けな
ければなりません。そこでＫＹＫ活動記録と
いうものを現場に赴く前には行い、その時使
う作業を想像し、どんな危険があるのかを考
えその対策を立てておくということが分かり
ました。
　二つ目は、電気工事の仕事をする上ではお
客様とのやり取りが大変なこともあるという
ことです。お客様に連絡をしても返事が返っ

てこずに作業をしようにもできないなど、多少の問題が
起きても臨機応変に対応していくことも社会に出てから
必要なことだと分かりました。
　三つ目は、協力して作業することの大切さです。私は、
3日目に仮設電源の撤去作業を行う現場に行き、実際に
作業を行い、その中で一人では難しい作業があり、そん
な作業は皆で声を掛け合い協力して行うことで楽に作業
を進めることができていました。
　3日間という短い間で多くのことを学ぶことができ、
今回の経験を将来の進路選択に活かしていきたいと思い
ました。3日間ありがとうございました。

　今回のインターンシップでは、大変お世話
になりました。私はこのインターンシップで
改めて、電気工事士に関心を持ちました。
　インターンシップをやる前の電気工事士の
仕事は、危険を伴い複雑な配線工事があり、
工事がメインというイメージがありました。
しかし、実際に、インターンシップをやって
みて、そのイメージは無くなりました。旭電
気工事㈱さんの仕事には、新築住宅の配線工
事がありますが、ＣＡＤを操作して、きれい
に設計することや、拾い出しなどのデスク
ワークなどがあることを知りました。
　また、社会に出て仕事をすることの大変さ
を学びました。この寒い冬の中で仕事をする
のは、学校生活と異なっていて、身体ともに

疲労が出ると思います。働いてお金を稼ぐことは、今ま
でとは違い、本当に大変なんだということを改めて認識
することができました。
　安全面では朝礼で「安全第一」のスローガンを言って
安全に作業ができるように心がけていました。休憩時間
の時、みんなで笑いながら会話していても、休憩が終わ
ると、みんな真剣になって仕事をしていました。このよ
うな切り替えが私たちと社会の違いだと感じました。
　3日間という、短いインターンシップで多くのことを
学びました。今回の経験を活かして社会に少しでも近づ
けられるように努力しながら就職選択に活かしたいで
す。本当にありがとうございました。

電
設
業
の
仕
事
を
理
解

経
験
を
将
来
に
生
か
す

安
全
、
協
力
の
大
切
さ
知
る

電
気
工
事
士
へ
の
関
心
増
す

　

相
双
支
部
は
平
成
30
年
12

月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３

日
間
、県
立
小
高
産
業
技
術

高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
入
れ
た 

＝
写
真  

。会

員
企
業
４
社
が
工
夫
を
凝
ら

し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

み
、高
校
生
に
電
気
設
備
工

事
業
の
魅
力
等
を
伝
え
た
。

　

電
気
科
の
２
年
生
７
人
が

旭
電
設
工
業
、旭
電
気
工
事
、

青
田
電
気
商
会
、早
川
電
気

工
業
で
実
習
。作
業
の
補
助

的
業
務
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い
た

製
図
・
積
算
、
プ
ラ
ン
作
成

な
ど
を
体
験
し
た
。

　

い
わ
き
支
部
は
30
年
10
月

23
～
25
日
、県
立
勿
来
工
業

高
校
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
受
け
入
れ
、電
気
科
の
２

年
生
33
人
が
会
員
企
業
10
社

の
下
で
就
業
体
験
学
習
を

行
っ
た
。

　

各
社
の
主
な
実
習
内
容
は

次
の
通
り
。

　

▽
常
盤
電
設
産
業
＝
安
全

教
育
、
現
場
実
習（
配
管
・
配

線
作
業
、電
線
圧
着
作
業
）、

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
見
積
実
習
、先
輩
と

の
懇
談
会
▽
大
和
電
設
工
業

＝
安
全
教
育
、Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作
、

現
場
見
学
、配
線
実
習
▽
植

田
電
機
＝
会
社
・
部
署
の
説

明
、電
気
制
御
回
路
講
習
、鉄

板
・
レ
ー
ル
の
加
工
実
習
、現

場
見
学
▽
三
浦
電
気
工
事
＝

Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作
、各
種
試
験（
電

圧
・
接
地
抵
抗
・
絶
縁
抵
抗
測

定
）、電
線
管
加
工
、製
本
、仮

設
盤
作
成
▽
い
わ
き
電
気
工

業
＝
送
電
・
通
信
業
務
研
修
、

内
線
業
務
社
外
研
修
、Ｃ
Ａ

Ｄ
講
習
▽
ク
レ
ハ
電
機
＝
電

気
工
事
業
内
容
説
明
、安
全

講
和
、現
場
見
学
、住
宅
図
面

を
使
用
し
た
数
量
拾
い
と
積

算
業
務
実
習
▽
ジ
ェ
イ
・
ケ

イ
・
リ
ア
ル
タ
イ
ム
＝
消
防

設
備
点
検
体
験
、現
場
見
学
、

Ｃ
Ａ
Ｄ
設
計
図
・
積
算
体
験

▽
宮
野
電
気
興
業
＝
講
和
、

施
設
見
学
、Ｃ
Ａ
Ｄ
実
習
▽

嵐
電
気
工
事
＝
教
育
ビ
デ

オ
、計
測
機
器
説
明
、現
場
実

習（
分
電
盤
内
ケ
ー
ブ
ル
接

続
ほ
か
）、電
気
実
習（
ケ
ー

ブ
ル
配
線
、電
線
管
工
事
な

ど
）▽
岩
電
機
工
事
＝
図
面

の
作
成
実
習
、Ｊ
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｄ

の
基
本
操
作
、場
所
に
応
じ

た
配
線
器
具
の
選
定
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
ン
プ
の
点
灯
試
験
、現

場
見
学
、施
工
体
験
実
習

県立勿来工業高校　馬目　祐太

県立勿来工業高校　二宮慎二郎

県立小高産業技術高校　新川　兼汰

県立小高産業技術高校　大谷　幸生

勿
来

工
高

33
人
の
就
業
体
験
協
力

小
高
産
業
技
術
高
生
が
実
習

インターンシップを終えての感想文

相双・いわき支部

インターンシップ支援事業

 

実
習
す
る
生
徒
ら  
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□県土木部の主な幹部人事（新任分）

▼ 部長 猪股　慶藏 (次長・企画技術担当)

▼ 政策監 岡崎　拓哉 (教育庁県立高校改革監)

▼ 次長（企画技術） 相澤　広志 (次長・都市担当)

▼ 次長（道路） 和田　眞 (道路計画課長)

▼ 次長（都市） 芦野　英明 (会津若松建設事務所長)

▼ 次長（建築） 新関　永 （建築住宅課長兼避難地域復
興局建築住宅担当課長)

▼ 参事 井戸川　伸 （相双建設事務所長)

▼ 技術管理課長 山田　毅 (まちづくり推進課主幹兼副
課長)

▼ 建築住宅課長兼避難地域
復興局建築住宅担当課長

大竹　健義 (営繕課長)

▼ 営繕課長 渡邉　佳文 （建築住宅課主幹）

▼ 県北建設事務所長 安田　博道 (次長・道路担当)

▼ 県中建設事務所長 益子　公司 (港湾課長)

▼ 会津若松建設事務所長 矢内誠一郎 (河川計画課長)

▼ 県南建設事務所長 加藤　保浩 (技術管理課長)

▼ 喜多方建設事務所長 長嶺　勝広 (土木総務課主幹・白河市派
遣)

▼ 南会津建設事務所長 宗像　誠也 (道路整備課長)

▼ 相双建設事務所長 桶田　隆司 (南会津建設事務所長)

▼ 富岡土木事務所長 佐藤　敬 (相双建設事務所復旧・復興
部長)

▼ 小名浜港湾建設事務所長 吉田　裕司 (県中流域下水道建設事務所
長)

▼ 福島空港事務所長 玉川　善徳 (土木企画課主幹)

▼ 県北流域下水道建設事務
所長

手塚　孝良 (道路整備課主幹兼副課長)

▼ 県中流域下水道建設事務
所長

半澤　雅則 (土木企画課主幹)

　

県
総
合
設
備
協
会（
大
槻

博
太
会
長
）は
２
月
１
日
、福

島
市
の
ホ
テ
ル
辰
巳
屋
で
新

年
賀
詞
交
歓
会
を
開
い
た
。

当
協
会
、県
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
、県
設
備
設
計
事
務

所
協
会
の
正
会
員
・
賛
助
会

員
と
来
賓
合
わ
せ
て
１
９
４

人
が
本
県
設
備
業
界
の
今
年

一
年
の
飛
躍
を
誓
っ
た
。

　

大
槻
会
長
は
昨
年
発
生
し

た
胆
振
東
部
地
震
で
の
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
教
訓
に
、

設
備
３
団
体
が
災
害
・
事
故

に
即
応
で
き
る
体
制
・
仕
組

み
を
構
築
す
る
必
要
性
を
示

し
た
上
で「
年
号
が
変
わ
り

新
し
い
時
代
を
迎
え
る
。３

団
体
で
何
が
で
き
、福
島
県

を
ど
う
守
っ
て
い
け
る
か
。

共
に
考
え
て
行
動
し
て
い
き

た
い
」と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

来
賓
の
杉
明
彦
県
土
木
部

長
は「
建
築
設
備
に
求
め
ら

れ
る
性
能
は
高
度
化
、複
雑

化
し
て
お
り
、皆
さ
ん
の
役

割
は
重
要
性
を
増
し
て
い

る
。新
し
い
福
島
の
未
来
を

切
り
拓
く
一
翼
と
な
っ
て
ほ

し
い
」と
会
員
の
一
層
の
活

躍
に
期
待
。吉
田
栄
光
県
議

会
議
長
は
復
興
再
生
の
推

進
、小
野
利
廣
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
長
は
本
県
建
設

産
業
の
発
展
に
向
け
て
協
力

を
呼
び
掛
け
た
。

　

協
会
顧
問
の
佐
藤
憲
保
県

議
の
発
声
で
乾
杯
し
、新
春

を
祝
っ
た
。

　

賀
詞
交
歓
会
に
先
立
ち
、

田
母
神
秀
顕
県
土
木
部
営
繕

課
主
幹
が「
建
築
設
備
に
お

け
る
次
代
へ
の
転
換
点
」と

題
し
て
講
演
し
た
。田
母
神

主
幹
は
、今
後
の
建
築
設
備

の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
①
働

き
方
改
革
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
③
ス

マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
④
地
球

温
暖
化
⑤
建
築
物
省
エ
ネ
法

⑥
Ｚ
Ｅ
Ｂ
／
Ｚ
Ｅ
Ｈ
⑦
建
築

設
備
士
⑧
Ａ
Ｉ
⑨
成
熟
社
会

―
な
ど
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
の

概
要
等
を
説
明
。技
術
革
新
・

開
発
や
社
会
情
勢
の
変
化
へ

の
対
応
を
求
め
、「
転
換
期
に

は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
隠

れ
て
い
る
。う
ま
く
キ
ャ
ッ

チ
し
て
時
代
を
乗
り
切
っ
て

ほ
し
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
。

　

当
協
会
は
１
月
29
日
、郡

山
市
の
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
で
東
北
地
方
整
備
局

の
出
前
講
座
を
活
用
し
た
研

修
会 

＝
写
真
＝  

を
開
き
、電

気
通
信
設
備
工
事
に
お
け
る

「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」の

取
り
組
み
に
つ
い
て
理
解
を

主
幹
兼
副
課
長
）星
剛
▽
営

繕
課
主
幹
兼
副
課
長（
相
双

建
設
事
務
所
主
幹
兼
建
築
住

宅
部
長
兼
建
築
住
宅
課
長
）

村
上
金
彦
▽
同
主
幹（
営
繕

課
主
幹
・
広
野
町
駐
在
）渡
邉

輝
義
▽
同
主
任
主
査（
同
主

任
主
査
・
広
野
町
駐
在
）荒
川

浩
樹
▽
同
専
門
電
気
技
師

（
県
中
建
設
事
務
所
建
築
住

が
交
代
す
る
。

　

出
先
建
設
事
務
所
は
、
８

建
設
事
務
所
の
う
ち
５
所
長

と
公
所
扱
い
の
富
岡
土
木
、

特
設
の
４
所
長
が
異
動
。次

長
級
の
県
中
が
益
子
公
司
港

湾
課
長
、会
津
若
松
に
矢
内

誠
一
郎
河
川
計
画
課
長
が
就

く
。

　

こ
の
ほ
か
の
主
な
関
連
人

事
は
次
の
通
り
。

　

▽
施
設
管
理
課
主
幹（
営

繕
課
主
幹
）田
母
神
秀
顕
▽

建
築
住
宅
課
主
幹（
営
繕
課

宅
部
建
築
住
宅
課
専
門
電
気

技
師
）田
中
剛
▽
同
同（
県
北

流
域
下
水
道
建
設
事
務
所
建

設
課
専
門
電
気
技
師
）鈴
木

信
康
▽
い
わ
き
建
設
事
務
所

建
築
住
宅
部
建
築
住
宅
課
長

（
営
繕
課
専
門
電
気
技
師
）阿

部
雅
彦 

◆
退
職  （
３
月
31
日

付
）新
田
二
三
男（
施
設
管
理

課
主
幹
）

深
め
た
。

　

会
員
企
業
の
代
表
者
、技

術
者
ら
23
人
が
受
講
し
た
。

大
槻
博
太
会
長
は「
４
月
か

ら
の
年
次
有
給
休
暇
５
日
以

上
の
取
得
義
務
付
け
や
週
休

２
日
制
の
導
入
な
ど
に
対
応

で
き
な
け
れ
ば
、業
界
は
衰

退
し
て
し
ま
う
。こ
の
出
前

講
座
で〝
い
ろ
は
〟を
学
び
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

西
川
文
隆
東
北
地
方
整
備

局
企
画
部
情
報
通
信
技
術
課

長
補
佐
が
、工
事
関
係
書
類

簡
素
化
の
ポ
イ
ン
ト
、週
休

２
日
実
施
証
明
書
の
発
行
、

設
計
変
更
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
を
解
説
し
た
。

 

新
春
を
祝
い
乾
杯
す
る
出
席

者（
上
）と
講
演
す
る
田
母
神

主
幹  

　

県
は
、
４
月
１
日
付
の
定

期
人
事
異
動
を
行
っ
た
。

　

土
木
部
の
主
な
幹
部
級
人

事
は 〈
左
表
〉  の
通
り
。部
長

に
猪
股
慶
藏
企
画
技
術
担
当

次
長
、部
長
級
の
県
北
建
設

事
務
所
長
に
安
田
博
道
路
担

当
次
長
が
昇
格
。本
庁
次
長

級
は
事
務
方
の
政
策
監
と
４

次
長
、参
事
が
代
わ
る
。

　

政
策
監
が
岡
崎
拓
哉
教
育

庁
県
立
高
校
改
革
監
、次
長

は
企
画
技
術
担
当
・
相
澤
広

志
都
市
担
当
次
長
、道
路
・
和

田
眞
道
路
計
画
課
長
、都
市
・

芦
野
英
明
会
津
若
松
建
設
所

長
、建
築
・
新
関
永
建
築
住
宅

課
長
兼
避
難
地
域
復
興
局
建

築
住
宅
担
当
課
長
。参
事
に

井
戸
川
伸
相
双
建
設
所
長
が

回
る
。本
庁
課
・
室
長
は
10
人

猪
股
氏
が
土
木
部
長
県
人
事
・
建
築

次
長
は
新
関
氏

働
き
方
改
革
施
策
学
ぶ

東
北
地
整　

出
前
講
座
活
用
し
研
修
会

協会のうごき

【12月】

　11日 •意見交換会（12/21）事前打合せ

　17日 •会計審査業務（平成30年10月～12月分）

　21日 •県営繕設備担当職員、県設備設計事務所
協会との意見交換会

　28日 •仕事納め

【１月】

　7日 •仕事はじめ

　9日 •第２回正副会長・総務委員会合同会議、
新年挨拶まわり

　29日 •東北地方整備局「出前講座」

【２月】

　1日 •県総合設備協会新春講演会、新年賀詞交
歓会

　5日 •会計事務所による会計審査業務

　13日 •女性技術者　第3回技術者サロン

【３月】

　18日 •会計事務所による会計審査業務

　26日 •各委員会（技術・安全、広報、正副会長・
総務）、第3回理事会

建築設備業の飛躍誓う
県総合設備協会

賀詞交歓会 田母神氏が講演

福島営業所　ＴＥＬ（024）553-4165
郡山営業所　ＴＥＬ（024）934-3065
いわき営業所　ＴＥＬ（0246）75-0700
楢葉営業所　ＴＥＬ（0240）23-6155

新住所　〒963-8071　　　　　　　　　　　　　　　　
郡山市富久山町久保田字伊賀河原34 HDビル 伊賀河原2階

TEL（024）900-9002 FAX（024）900-9001
岩崎電気株式会社 http://www.iwasaki.co.jp

―賛助会員募集－
　（一社）福島県電設業協会は、顧客に高性能・高品質・

高効率な設備のトータルシステムを適正価格で提供する

ことで新しいニーズを掘り起こします。

【賛助会員の特典】
　　・機関紙をはじめ各種広報資料をお送りします

　　・毎年発行する「会員名簿」に社名を記載します

　　・名刺等の肩書きに賛助会員の表示ができます

※詳しくはホームページをご覧ください



（ 4）第 210 号 平成 31年４月 10日

　

日
本
企
業
と
り
わ
け
製
造

業
を
中
心
と
し
た
企
業
の
不

祥
事
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

ト
ッ
プ
の
証
取
法
違
反
、耐

震
装
置
偽
装
、
品
質
検
査

デ
ー
タ
改
ざ
ん
等
々
、
ど
れ

も
生
活
の
安
全
に
関
わ
り
、

国
の
信
頼
も
失
う
重
大
な
問

題
だ
。共
通
す
る
の
は
組
織

と
ト
ッ
プ
の
慢
心
。発
端
は

些
細
な
偽
証
・
偽
装
だ
が
、

そ
れ
を
繕
う
た
め
に
組
織
的

に
不
祥
事
が
拡
大
さ
れ
て
い

る
。問
題
は
企
業
に
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
規
定
や
部
門
が

あ
る
の
に
、不
祥
事
の
初
期

や
経
過
で
是
正
さ
せ
、律
す

る
機
能
が
働
か
な
い
こ
と
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
提

唱
・
推
進
す
る
だ
け
で
は
不

祥
事
は
抑
制
で
き
な
い
の

だ
。

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
法

令
遵
守
と
解
さ
れ
る
が
、企

業
に
は
法
令
遵
守
に
加
え
、

社
会
公
器
と
し
て
の
社
会
的

責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
が
存
在
す

る
。企
業
は
顧
客
や
周
辺
住

民
、取
引
先
、従
業
員
な
ど
ス

テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー（Stakeho

lder

）
へ
の
配
慮
と
責
任
を

負
い
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
社
会
的
責
任
を
適
切
に
捉

え
組
織
体
と
し
て
行
動
す
る

必
要
が
あ
る
。こ
れ
が
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス（
企

業
統
治
）で
あ
り
、
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
経
営

ト
ッ
プ
か
ら
意
識
す
る
こ
と

が
、不
祥
事
を
無
く
し
、企
業

の
存
在
意
義
を
高
め
る
唯
一

の
方
法
で
は
な
か
ろ
う
か

（
岩
電
機
工
事
㈱
・
蛭
田
淳
）。

　

半
年
通
っ
た「
パ
ピ
ー
教

室
」（
子
犬
の
幼
稚
園
）を
晴

れ
て
卒
業
し
た「
し
ょ
う

ち
ゃ
ん
」で
し
た
が
、困
っ
た

こ
と
に
車
酔
い
が
ひ
ど
く
、

１
～
２
分
乗
っ
た
だ
け
で
よ

だ
れ
が
溢
れ
、近
く
の
目
的

地
で
さ
え
到
着
す
る
頃
に
は

リ
バ
ー
ス
し
て
し
ま
う
ほ
ど

で
し
た
。生
後
４
カ
月
で
福

島
か
ら
南
相
馬
に
来
た
時

は
、そ
ん
な
気
配
さ
え
な
く
、

ク
レ
ー
ト
の
中
で
眠
っ
た

り
、起
き
た
り
し
て
い
た
の

で
、気
づ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
「
犬
を
連
れ
て
ド
ラ
イ
ブ

が
し
た
い
」。そ
う
話
し
て
い

た
妻
の
た
め
に
も
彼
に
頑

張
っ
て
も
ら
う
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。車
酔
い
の
原
因
は
恐

怖
と
緊
張
と
考
え
、
ク
レ
ー

ト
か
ら
出
し
、後
部
座
席
に

リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、隣
に
妻

が
座
り
出
掛
け
ま
し
た
が
、

思
う
よ
う
に
は
い
か
ず
、
リ

タ
イ
ヤ
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、車
の
中
で
遊
ぶ

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。い

つ
も
遊
ん
で
い
る
玩
具
を
与

え
、走
ら
ず
、慣
れ
さ
せ
た
の

で
す
。何
回
か
後
に
、様
子
を

見
な
が
ら
車
を
走
ら
せ
、次

第
に
距
離
を
伸
ば
し
ま
し

た
。今
で
は「
今
日
も
い
い
天

気
だ
ね
。
ど
こ
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
る
の
か
な
？
」。

ド
ア
に
前
足
を
掛
け
、
い
つ

の
間
に
か
ス
イ
ッ
チ
を
押
し

て
窓
を
開
け
楽
し
げ
に
外
を

眺
め
て
い
ま
す（
旭
電
気
工

事
㈱
・
渡
部
昌
彦
）。

　

備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
、

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
…
。

　

最
近
、地
震
が
頻
繁
に
報

道
さ
れ
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
、
東
北

か
ら
関
東
地
方
沖
の
日
本
海

溝
沿
い
の
海
域
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）７

～
８
の
大
地
震
が
今
後
30
年

以
内
に
起
き
る
可
能
性
が
高

い
…
。こ
う
し
た
予
測
を
政

府
の
地
質
調
査
研
究
推
進
本

部
が
公
表
し
ま
し
た
。Ｍ
７
・

０
級
で
起
き
る
確
率
が
90
％

以
上
で
し
た
。

　

ま
だ
忘
れ
去
る
こ
と
の
で

き
な
い
２
０
１
１
年
３
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
て
８
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
発
表
は
、東
北
か
ら

関
東
地
方
の
沖
で
大
地
震
が

起
き
る
危
険
性
を
警
告
す
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、会
津
若
松
方
面
で

は
一
部
道
路
が
歪
ん
だ
り
、

土
蔵
の
壁
が
落
ち
た
り
し
ま

し
た
が
、大
き
な
被
害
は
無

か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。
で
も
、
し
ば
ら
く
は
大

地
震
な
ど
無
い
だ
ろ
う
な
ど

と
思
わ
ず
、
い
つ
起
こ
っ
て

も
対
処
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

　

も
う
間
も
な
く
春
で
す
。

花
見
の
節
で
す
。今
年
は
猪

年
で
、「
猪
突
猛
進
」の
年
な

ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、穏
や

か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に

願
っ
て
お
り
ま
す（
㈲
千
葉

電
機
商
会
・
千
葉
衛
）。

　

平
成
31
年
度
が
始
ま
り
、

当
社
に
も
新
卒
社
員
が
入
社

し
ま
し
た
。今
年
度
、初
め
て

工
事
部
門
に
女
性
社
員
を
採

用
し
ま
し
た
。わ
れ
わ
れ
業

界
も「
女
性
が
活
躍
で
き
る

業
界
へ
」
と
い
う
こ
と
で
、

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、当
社
も
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　

採
用
に
あ
た
っ
て
は
詳
細

な
求
人
票
を
作
成
し
、学
校

訪
問
を
行
い
、会
社
訪
問
も

受
け
入
れ
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

な
い
よ
う
、丁
寧
な
対
応
を

心
掛
け
ま
し
た
。出
社
日
が

近
づ
く
と
、若
い
男
性
社
員

た
ち
が
更
衣
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
や
、扉
へ
の
鍵
付
け
を
自

主
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

出
社
初
日
は〝
む
さ
苦
し

い
〟男
子
校
が
男
女
共
学
に

変
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
、男

性
社
員
の
表
情
も
明
ら
か
に

違
っ
て
見
え
ま
し
た
。や
は

り
女
性
が
い
る
と
雰
囲
気
が

華
や
か
に
な
る
感
じ
で
す

（
一
番
心
を
躍
ら
せ
た
の
は

私
自
身
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
）。こ
れ
か
ら
は
、定
着
に

向
け
て
彼
女
が
活
躍
で
き
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
そ
し

て
能
力
を
伸
ば
せ
る
よ
う
な

育
成
方
法
、技
術
的
な
指
導

な
ど
、
こ
ち
ら
側
の
手
腕
が

試
さ
れ
ま
す
。未
来
へ
向
け

て
新
た
な
る
出
発
で
す（
㈱

電
工
社
・
作
田
謙
太
郎
）。

　

皆
様
は「
ネ
ッ
ト
サ
ー

フ
ィ
ン
」と
い
う
言
葉
に
ど

う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
お
持

ち
で
し
ょ
う
か
。「
私
の
趣
味

は
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
で

す
」と
言
う
と
、
た
い
て
い

マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
が
ち
で
す
よ
ね
。

　

身
近
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
を
ほ
と
ん
ど
の

人
が
所
持
し
て
お
り
、分
か

ら
な
い
こ
と
、気
に
な
っ
た

こ
と
を
す
ぐ
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
す
る
こ

と
は
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
で
調

べ
も
の
を
し
、
さ
ら
に
関
連

し
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
調
べ

て
い
く
こ
と
を「
ネ
ッ
ト

サ
ー
フ
ィ
ン
」と
言
い
ま
す
。

　

情
報
社
会
の
中
で
気
に
な

る
ワ
ー
ド
を
掘
り
下
げ
て
調

べ
て
い
く
こ
と
は
悪
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。最
近
わ

れ
わ
れ
建
設
業
に
お
い
て

も
、
ま
す
ま
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術

の
利
用
が

広
が
り
つ

つ
あ
り
、

新
た
な
物

事
を
導
入

す
る
に
は
信
頼
性
の
あ
る
情

報
を
つ
か
む
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

皆
様
も
働
き
方
改
革
が
進

み
余
裕
が
で
き
た
際
、気
に

な
っ
て
い
た
事
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
に
興
じ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か（
高
柳
電
設
工
業
㈱
・
皆
川

智
成
）。

　

平
成
30
年
度
の「
第
２
種

電
気
工
事
士
」受
験
者
数
は
、

上
期
下
期
合
わ
せ
て
、筆
記

12
・
３
万
人
、
技
能
９
・
５
万

人
。う
ち
合
格
者
数
６
・
５
万

人
。総
合
合
格
率
は
約
36
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

弊
社
で
も
男
性
１
人
、女

性
１
人
が
受
験
し
、見
事
両

者
合
格
で
き
ま
し
た
！
男
性

は
電
気
工
事
の
部
門
に
い
な

い
社
員
、女
性
は
総
務
部
で

人
事
や
広
報
を
担
当
す
る
社

員
で
す 

＝
写
真  

。

　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
、会

社
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
の

か
、自
分
が
貢
献
で
き
る
こ

と
は
何
か
、考
え
て
く
れ
て

い
る
結
果
だ
と
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

　

新
入
社
員
が
入
っ
て
も
定

着
し
て
も
ら
う
教
育
が
難
し

い
と
感
じ
ま
す
が
、教
育
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
や
研
修
に
頼
る

だ
け
で
な
く
、こ
れ
か
ら
は
、

既
存
の
社
員
で
ど
う
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
の
か
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
痛
感
し

て
い
ま
す（
東
陽
電
気
工
事

㈱
・
石
川
格
子
）。
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昨
年
９
月
、急
に「
腰
部
脊

柱
狭
窄
症
」
を
発
病
。
右
腰

部
、右
尻
、右
足
に
激
痛
が
走

り
、歩
く
こ
と
も
寝
る
こ
と

も
ま
ま
な
ら
ず
、地
元
の
整

形
外
科
で
診
察
を
受
け
、
か

な
り
強
い
鎮
痛
剤
を
処
方
さ

れ
ま
し
た
。薬
で
の
治
療
を

続
け
る
の
は
健
康
に
悪
い

し
、別
の
合
併
症
に
な
る
と

判
断
し
て
、狭
窄
部
の
整
形

手
術
を
受
け
る
た
め
単
身
東

京
に
向
か
い
、品
川
駅
構
内

を
這
う
よ
う
に
し
て
北
里
大

学
病
院
を
受
診
し
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
診
断
で
間
違
い
な

く
腰
部
脊
柱
狭
窄
症
と
分
か

る
と
、主
治
医
か
ら
手
術
を

勧
め
ら
れ
ま
し
た
。キ
ャ
ン

セ
ル
で
空
き
が
あ
り
、
す
ぐ

に
お
願
い
し
ま
し
た
。
11
月

９
日
午
前
11
時
か
ら
全
身
麻

酔
の
施
術
を
開
始
し
、
な
ん

と
30
分
で
完
了
。１
時
間
後

麻
酔
か
ら
さ
め
る
と
腰
部
、

右
足
の
痛
み
が
嘘
の
よ
う
に

改
善
、
リ
ハ
ビ
リ
を
含
め
２

週
間
で
退
院
で
き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
好
き
な
ゴ
ル

フ
、
テ
ニ
ス
を
息
子
と
プ

レ
ー
す
る
予
定
で
す
。

　

早
め
に
対
処
し
な
け
れ
ば

右
足
が
使
え
ず
、
ゴ
ル
フ
ど

こ
ろ
か
人
の
世
話
に
な
る
生

活
の
一
歩
手
前
で
し
た
。腰

痛
や
足
に
違
和
感
の
あ
る
方

は
是
非
、手
術
の
で
き
る
病

院
を
探
し
て
診
断
・
治
療
し

て
く
だ
さ
い
ね（
椎
間
板
ヘ

ル
ニ
ア
も
狭
窄
症
も
同
類
）。

自
分
の
足
で
歩
け
る
人
生
っ

て
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で

（
転
ば
ぬ
先
の
杖
は
ま
だ
使

い
た
く
な
い
の
で
ね
・
笑
）

（
広
報
委
員
・
三
浦
光
博
）。

福

島

支

部

郡

山

支

部

白

河

支

部

相

双

支

部

会

津

支

部

い
わ
き
支
部

第
２
種
電
気
工
事

士
に
２
人
合
格
！

コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ガ
バ
ナ
ン
ス

ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン

女
性
社
員
の
採
用

さ
あ
困
っ
た

陸
奥
老
人
の
戯
言

会

員

の

声
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